
ダム整備が効果を発揮（福井県 九頭竜ダム） （国管理）
く ず りゅう

九頭竜ダムの防災操作図

中角地点（河口から約１８．４ｋｍ）における水位低下効果

※本資料の数値等は速報値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。
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▼ ダムで河川の水量を調節しなかった場合の水位 約６．２ｍ

▼今回の出水の最高水位 ５．２ｍ
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○台風１８号の豪雨により、福井県下初の「大雨特別警報」が発令された。
○九頭竜川水系九頭竜ダム上流域において、９月１５日から１６日にかけて、
流域平均の雨量が約２０４mm、時間最大雨量が約２７mm（長野雨量観測所）
となり、ダムへの流入量が今年度最大となる約５８０m3/s を記録した。
○下流の中角地点（福井市中角町付近）では、河川の水位を約１．０mを低下
させる効果があったものと考えられる。

▲

（福井県大野市）

九頭竜ダムの防災操作により、
中角地点の水位を約１．０m低下
させる効果があったと考えられる。

ダム地点（長野雨量観測所）
最大時間雨量 約２７ｍｍ

ダムから下流に流す量を最大約５８０m３/s低減
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▼ 水防団待機水位 ５．０m


